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圏 エネルギー統計

電 力統計
ElectricStatistcs

植木滋之＊

SigeyukiUeki

表1わが国電気事業者とその規模

（昭和61年3月末現在）
はしがき

電力は，エネルギーのなかでも，国民の生活,文化，

産業など全般にわたって支えている重要なエネルギー

である．わが国の経済社会の高度化・多様化の進展に

伴って，ますますその使途は広がり，欠くことの出来

ない必需財としての存在が認められている．

また，電力を統計面から見ると，エネルギー統計の

なかで，かなり特徴のある統計である．それは統計方

法にもよるが，基本的には電力エネルギーそのものの

特殊性によると云えよう．

まず，一般的によく知られていることであるが，電

力には他の財のように在庫が存在しない．すなわち，

他の財の流通過程とは異って，生産と消費力;時間的に

直結しており，生産された電力は即時的に消費される

ことである．このことが，電力の統計を取扱うに当っ

て問題を生じることにもなる．

第二に，電力の生産と消費が9電力会社（北海道，

東北，東京，中部，北陸，関西，中国，四国，九州の

各電力会社）を中心に動いており，電力の生産統計で

ある電力供給統計や,消費統計である電力需要統計は，

他の諸統計に比較して，極めて速報性が高い．

第三に，電力需要統計は，サンプル調査ではなく全

量統計であって，推計を含まない正確なデータである

ことである．

本稿では，このような電力統計の特徴を考慮しつつ，

電力需給について，供給・需要の両面から解説するこ

とにする．

資料：電気事業講座第1巻

れとともに，国民のエネルギーや電力に対する関心も

広範囲に拡大し，電力に関するデータは，それ以前に

も増して各方面で多用され，分析検討が進められた．

前述のように，生産された電力は即時に販売・消費

される．このような電力の動きを捉えるためには，単

に消費面のみの把握では不充分で，生産面の統計をも

検討する必要がある．また，物理的には生産量＝消費

量ではないことからも，他のエネルギー統計や経済統

計との関連についても，生産（供給）側と消費側（需

要）との両面からの視点が要求される．また，電力統

計としては，電力量のみでなく，最大電力や供給設備

などについても，分析に当って把握しておくことが望

ましい．

1．1電力量統計について

一般的に使用される電力統計は，この電力量を指す

場合が多い．この電力量は,需給地点別,事業主体別，

用途別・産業別分類などによって区分され，その使用

目的に応じて集約される．

（1）需給地点別電力量

わが国の電力は，その大半を「一般電気事業者」で

ある10の電力会社(9電力会社と沖縄電力）によって

生産されているが，その他にこの10電力会社に電力を

卸売したり，その他特定の需要家などに供給する「そ

1．雷力需給統計について

わが国における電力需給は，経済の成長と国民生活

の高度化を反映して増大してきたが，石油危機の到来

によって一変し，低成長時代へと突入した．また，そ

*（財）電力中央研究所経済研究所主任研究員

〒100東京都千代田区大手町1－6－1

－43－

事業者数 発電所数
認可出力

(万kW）

資本金

(億円）

事
業
者

一
般
電
気

9電力会社

沖縄電力㈱

計

9

1

10

1,315

18

1,333

12,859

銘

12,956

26,898

147

27,045

卸
電
気
事
業
者

電源開発㈱

日本原子力発電㈱

公 営

その他

計

１
１
３
２
３
２

57

57

3

220

86

366

992

162

227

1,096

2,477

706

,080

,187

,939

1

3

1

6,912

合計 67 1,6” 15.433 33,957



448 エネルギー・資源

表2年度別発電電力量 単位:100万kWh

注：1．自家用は昭和39年度までは水力は1社1系統認可最大出力500kW以上，出力に

ついては，1発電所認可最大出力500kW以上のものであり，昭和40年度以降につ

いては，水力，火力とも1発電所最大出力5"kW以上のものである．

2．「9電力会社」の昭和26年度は日本発送電㈱，9配電の合計である．

3．試運転分電力量を含む．

資料：電気事業便覧昭和61年版

の他電気事業者」と，自家用に電気を消費するために

発電を行う「自家用発電事業者」とによって生産され，

他の商品のように外国との輸出入は計上されない．

すなわち，わが国の総発電電力量は，

総発電電力量＝10電力会社十その他電気事業者十自

家用発電事業者

の各発電電力量の合計である．ただし，自家用発電事

業者については，発電所出力が500kW未満の小出力

のものについては，発電電力量のデータカミ発表されな

いので，この部分は含まれていない．

a，発電電力量

需給地点別電力量統計は，まずこの発電電力量と

して集約される．この発電電力量は，発電に使用す

るエネルギー別に，水力，火力，原子力と区分され

る．さらに，10電力会社などでは，火力をその発電

方式によって，汽力，ガスタービン，内燃力，地熱

などに細別してデータ処理を行うことがある．

なお，この発電電力量を計量する地点を発電端と

称し，発電端電力量とも表現する．

b,発受電電力量

電力会社を中心に発電から需要への流れを見ると，

この段階でいくつか電力量が加減される．

まず，自社の発電端電力量に，他の一般電気事業

者から融通電力量が加減される．この融通電力量は，

電力会社間（沖縄は除く）で，電力設備の高能率運

転と供給の安定化のために，全国的な観点から統合

運用するための電力の送受を行うものである．

さらに，その他電気事業者からの卸売や，自家用

発電事業者の余剰分などを引きとる他社受電電力量

が加算される．

また，この段階で揚水式発電所で消費される揚水

用電力量が控除され，発受電電力量が算出される．
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図－1電力流通概要 資料：電気事業講座第一巻

発受電端電力量＝発電電力量十融通電力量（9電

力会社を合計すると士0となる）＋他社受電電

力量一揚水用電力量

c・送電端電力量

この地点は，供給力を単的に表現するデータを得

る地点として取扱い，送電端電力量は比較的多用さ

れるデータである．

これは，前の発受電電力量から，電力会社が自社

発電所で発電のために消費した発電所所内用電力量

を控除したものである．

送電端電力量＝発受電端電力量一発電所所内用電

力量

なお，前の発電電力量から直接同所内用電力量を

控除したものを送電端電力量と呼ぶことｶﾐある．

d・需要端電力量

この需要端電力量は，前の送電端電力量に比べる

と，一般的に使用されることの少い電力量データで

ある，すなわち，送電端電力量から電力の流通に当

って減耗する，いわゆる流通ロスである「送配電損

失電力量（送電損失電力量と称することもある）を

控除したものである．

需要端電力量＝送電端電力量一送配電損失電力量

e，需要電力量

需要電力量は，電力の供給者と需要者間において

取引された電力量で，一般に消費電力量とも云われ

る．これは，前述の送電端電力量から総合損失電力

量を控除したものである．

需要電力量＝消費電力量

＝送電端電力量一総合損失電力量

総合損失電力量＝送配電損失電力量十変電所所内

用電力量

（2）事業主体別電力量

わ力:国の電力エネルギーの需給を現わすのに，総発

電電力量と総需要電力量があるが，それぞれ供給する

事業主体別に区分して統計処理を行う場合がある．

総発電電力量の場合は比較的簡単で，需給地点別電

力量の最初に説明した．一般電気事業者，その他電気

事業，自家用発電事業者における発電電力量を単純に

合計したものである．しかし，総需要電力量の場合は，

次のような区分で取扱うことが多い．

総需要電力量＝9電力会社分十沖縄電力分十その他

電気事業者分十自家発自家消費分

a需要電力量（9電力会社分）

9電力会社の販売電力量に，9電力会社が自社

で消費する事業用電力量および建設工事用電力量

を合算した電力量．（沖縄についても同じ)．

b.販売電力量(9電力会社分）

9電力会社から，一般需要家が需要する電力量．

C.その他電気事業者分需要電力量

共同火力など，一般電気事業者以外の電気事業

者から，特定の需要家が直接供給を受ける電力量．

なお，自家用発電から，同様な供給される電力

量を含める場合もある．

d.自家発自家消費電力量

自家発電設備を保有して，それによって発電し

た電力量を自家消費した電力量．

自家発自家消費電力量＝自家発発電力量一自家

発所内用電力量外

なお，発電の場合と同じく，発電所出力5MkW

未満の小出力の場合，消費電力量も公表されない

ので，除外されている．

また，上記の区分以外に，しばしば使用される事業

－45－
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3昭和60年度電力会社別発受電電力量 単位：100万kWh
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資料：電気事業便覧昭和61企

主体別区別として，次のようなものがある．

。電気事業者計需要電力量:a+b+c.

。自家発等需要電力量：総需要電力量-a-b.

（3）用途別電力量

用途別電力量区分は，一般電気事業者が供給区域内

の一般の需要に応じて電気を供給するときの条件，す

なわち，電気供給規程における契約種別をベースにし

て区分としている．

a)電灯

一般家庭・中小商店や街路照明灯など，いわゆる

照明灯や家庭用小型機器などを使用する需要で，低

圧で供給される．

なお，定額電灯，従量電灯，公衆街路灯などより

細別した区分による統計を処理する場合もある．

b)業務用電力

事業所ビル，デパート，ホテル，学校などで，高

圧もしくは特別高圧により需要する電灯動力併用需

要で，原則として契約電力50kW以上のもの．

c)低圧電力

中小商店や小規模工場などの動力需要で，低圧に

て供給を受ける契約50kW未満のもの．

ちなみに，ここで使用される照明は，前記の電灯

で需要することになる．

d)高圧電力甲

高圧で供給を受ける動力需要で，契約電力50kW

以上500kW未満と，中規模の工場などの需要

なお，低圧電力と併せて，小口電力と云う分類で

使用する場合が多い．

e)大口電力

工場や鉄道などの動力や熱源として使用する需要

分類で，契約電力500kW以上のものを指し，高圧も

しくは特別高圧で供給を受ける．

なお，電気供給規程に依らない需給調整契約など

もこれに含めて，統計処理を行っている．

f)その他電力

臨時電力，農事用電力，深夜電力などa～eに包

－46－
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表4昭和60年度会社別使用電力量(9電力会社）
単位：1,000kWh

注：1．用途区分は，契約種別によった．

資料：電気事業便覧昭和61年版

括すること力:適当でない需要をこれに含めてある．

（4）産業別需要電力量

産業別電力需要は，用途別区分の1つである大口電

力を取り出して，旧本標準産業分類」に準拠して分

類集約したものである．また，その他電気事業者の直

接供給分や自家発自家消費分については，一般電気事

業者の大口電力区分に相当する分が計上されている．

したがって，ここでも事業主体別区分のデータを得

ることが可能である．

ただし，この産業別需要電力量について，産業別に

取扱うに当って，いくつかの注意すべき点があるので

説明を加えておく．

a)産業別分類について

産業別需要と云うものの，需要契約単位のレベル

で産業別の分類ｶﾐなされている．つまり，工場ベー

スでの産業分類であって，製品ベースの産業分類は

なされていないことである．

例えば，1つの工場がl需要契約を締結していた

とするとき，その工場の主製品は繊維製品であるが，

副製品として医薬品を製造している場合であっても，

その工場で消費される電力量は，すべて繊維産業分

として計上され，医薬品である化学産業分はOとな

って，カウントされない．したがって，実際の生産

製品と電力消費はマッチしない場合がある．

b)産業分類の改定

電力需要の産業別分類は，電力需要の観点から産

業分類を集約しているが，この産業分類は過去から

恒常的なものではなく，電力需要の変化や経済社会

的要求などから時折改変されており，産業によって

は長期的に整合性のある時系列データが得られない

ことがある．

c)自家発自家消費分の取扱い．

用途別区分で見ても，自家発自家消費分のウェイ

トがもっとも大きいものは大口電力であるが，この

産業別に分類した自家発自家消費電力量は年度計し

か発表されず，しかも時間的にもかなり遅れる．

9電力会社分が，毎月発表されるのに比較すると

かなり速報性に欠ける．しかし，この自家発自家消

費分を除いて，産業別電力量を取扱うとすると，産

業によっては，消費電力量に占める自家発自家消費

電力量のウェイトが大きいので，産業動向の分析な

どに当って問題を生じることにもなる．

d)他の産業分類との整合性

前にも述べたように，需要電力量の産業別分類は

電力需要の観点から実施されているため，他の産業

別統計，例えば鉱工業生産指数や国民経済計算の産

業分類などと異なる部分があり，両者を同時に使用

して分析する際に，産業分類の区分を調整する必要
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表5産業別使用電力量

会社，その他電気事業表

電気事業便藍昭和61年版

2．その他電気事業者については契約最大電力500kW以上の需要家分である

3．自家発自家消費電力は，自家発電設備500kW以上の事業を計上した．

が起りうる．

1.2最大電力

ある一定期間(1日,1カ月,1カ年など)の中で，

もっとも多く計量された電力を最大電力と云う．計量

の期間によって，瞬間，15分，30分，1時間のそれぞ

れの最大電力が，その使用目的に応じて使用されてい

る．

これも，需給地点別（計測しない地点もある）に，

発電端，発受電端，送電端などについて把握されてい

る．また，需要側は，電力需給契約に際して，大口電

力など契約最大電力500kW以上のものについては,契

約最大電力を設定することになっている．大口電力以

外の需要では，使用出来る設備を設定するなど，契約

最大電力と類似した考え方で取扱っている．

a)最大3日平均電力

最大電力は，常にある決った状態で発』最大電力は，常にある決った状態で発生するもの

ではなく，月単位で見ても日々の最大電力は様々な

要因によって変動する．また，最大電力は突発的要

因で異常な発生をする可能性があり，偏った情報を

提供することにもなりかねない．したがって，毎日

の最大電力を並べて，大きいものから3つを選択し，

それを平均したものを最大3日平均電力として，と

くに各種計画の際や実績分析のためのデータとして

使用する．電力統計を取扱う場合，単に最大電力と

表現しても，内実はこの最大3日平均電力を指す場

合もあるので，注意して処理することカヌ必要である．
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かって，最大3日平均電力は，冬季の12月か1月

に発生していたことから，冬ピークと云われていた

が，昭和40年代に入り冷房需要力;急増した結果，夏

季に移行して9電力会社計でも昭和43年から夏ピー

クに転換した．ただし，地域的な特性から北海道で

は現在でも冬ピークである．．

なお，最大3日平均電力のデータについては，総

発電電力量のように全国台のデータはなく，現在使

用されているものは，9電力会社およびその合計の

場合がほとんどである．

b)平均電力

平均電力は，一定した期間（1日,1カ月,1"

年など）中の電力量をその期間中の総時間数で除し

たものを云う．期間のとり方によって，日平均電力，

月平均電力，年平均電力などが使用される．

この平均電力を最大電力で除したものを負荷率と

云い，その期間内の負荷の状況や特性を見るための

重要なデータである．

c)最大需要電力

最大需要電力は，前に述べた契約最大電力と対応

するものである．したがって，個々 の需給契約に対

応するデータとしては重要なものであるが，これを

電力会社台などで使用する性質のものではないので

集約値などは発表されないことが多い．

2．電力統計について

電力統計は，電力需給だけに限っても，電力量や最

大電力のみでなく，需要サイドでは，さらに，契約口

数，料金収入，原単位（一般的には需要電力量/契約

電力)，平均単価(料金収入/販売電力量)などがある．

また，供給サイドでは，水力発電ではそのエネルギー

源である水力の変動を示す出水率，火力発電で{妬油，

石炭,LNGなどの燃料関連統計，原子力発電では核

燃料減耗など，数多くの統計が存在する．分析目的に

よっては，それぞれが大切なデータとなりうるもので

あるが，今回はこれらの統計の説明は省略することに

した．その代りに，電力統計を取扱ってゆくに当って

注意すべき点のいくつかを説明しておく．

2．1電力統計資料について

電力統計はたびたび説明したように，電力会社を中

心に作成されている．したがって，電力統計の資料も

それに準拠することになる．

（1）電気事業便覧（年度版）

編集：電気事業連合会統計委員会

453

発行：社団法人日本電気協会

表題のとおり，電気事業とくに9電力会社に関す

る統計データブックで，自家用についてのデータは

比較的少ない．

内容：電気事業者概要

施設一発電・変電・送電・配電等

需給一電力量，最大電力，燃料等

料金一料金収入，料金表等

経理一収支実績，経営分析等

電源開発一開発実績，設備計画等

その他一需要予測，従業員数等

付録一電気事業年表等

(2)電気事業要覧（年度版）

編集：通商産業省資源エネルギー庁

公益事業部

発行：社団法人日本電気協会

その他電気事業者，自家用発電事業者のデータを

得る資料としては，もっとも適当と思われる．

内容：電気事業便覧の内容とほとんど同じ．

（3）電力需給の概要（年度版）

編集：通省産業省資源エネルギー庁

公益事業部

発行：中和印刷株式会社出版部

電力需給に関するデータが豊富で，とくに短期予

測データも掲載されている点に特徴がある．また，

電力需給等についてのコメントも示されている．

内容：61年度の需要想定（61年度版）

61年度の供給力

61年度の電力融通

61年度の汽力発電用燃料

60年度の電力需給の概要

62年度の供給計画

その他

以上の3点はいずれも市販されており，比較的容易

に入手することが可能である．

なお，この外に電力調査統計月報が日本電気協会か

ら発行されているが，この年計版以外は自家発自家消

費に関するデータは少ない．しかし，毎月刊行されて

いる点では貴重な資料と云えよう．

2.2民生用需要と産業用需要

電力需要の区分において，第一次石油危機のころか

ら注目され出したのが，この民生用需要と産業用需要

とに二分割する方法である．

この区分は，電力需要の特性に基づいて区分される
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ものであるが，電力需要の用途別分類がそのような考

え方で明確に処理されていないため，いくつかの区分

方法が使用されており，区分についての定義の合意が
今一つ不充分である．

（1）日本電力調査委員会方式

この委員会は，わが国の民生，産業の向上発達に資

するため，現在および将来における電力の需給ならび

に重電機器の生産状況を定期的に調査し，世界共通の

様式でこれを発表するもので，作成した資料は政府に

おいて作成される長期電源開発の目標の基礎資料とし

て扱われている．

ここで使用されている区分は次のようなものである．

民生用需要＝電灯十深夜電力十業務用電力十低圧

電力十大口電力（運輸十公共その他）

産業用需要＝総需要電力量一民生用電力量

（2）電気事業審議会（需給部会）方式

電事審で使用されている方式は，前の方式とやや異
なっている．

民生用需要＝電灯十深夜電力十業務用電力十

大口電力（運輸）

産業用需要=総需要一民生用需要

（3）その他

また，東京電力においては，民生用，産業用と云う

区分ではなく，次のような分類も使用している．

産業用需要＝高圧電力甲十大口電力（鉱業十

製造業）

生活関連需要＝電灯・電力合計一産業用需要

いずれの場合も，それなりの理由ある区分であるが

さらに，場合によって主要な用途分類のデータのみし

か入手できないときは，
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民生用需要＝電灯十業務用電力十小口電力

（低圧電力十高圧電力甲）

産業用需要＝電灯・電力合計一民生用需要

ときわめて大まかに区分する場合もある．これなど，

それぞれの区分について時間的推移における変化を見

る程度のデータとなるが，それなりの使用効果をあげ

ることができる．

おわりに

以上説明してきたように，電力統計は需給面につい

てもかなり似かよった定義で集計さｵTていることから，

その取扱いには留意しなければならない．

なによりも，電力が生産から消費が即時的であるに

かかわらず,統計的には供給（生産）と需要（消費）

とは，データの質・量ともに異なっていることが，こ

の電力統計の特徴であることである．

また，電力統計には本稿で説明した統計以外にも数

多くの統計がそれぞれの目的によって利用されている

ので，それらについては専門書を参考にされることを

御奨めする．
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